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12月15日

２ 	経営支援も焼け石	
	 に水
	 2025年度補正予算

２ 	電子カルテ「義務	
	 化」
	 自維両党が医療法修正

３ 	 �残留放射線検出地
点が一致

	� IPPNW長崎④

４ 	 �実態とかけ離れた
調査

	 医療経済実態調査

７ 	 �高血圧治療におけ
るARNIの使い方

	 学術研究会Update㉚  

８ 	 �「地域連携で病を治
す」

	� 写真でみる佐賀医療研

２０２５年

　保険証新規発行停止から
１年。医療現場のマイナ保
険証トラブルは依然多い。
多くのメディアが報じた。

　
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
急
激

に
進
む
中
、
現

行
の
社
会
保
障

制
度
は
深
刻
な

行
き
詰
ま
り
を

見
せ
て
い
る
。

将
来
に
わ
た
り
制
度
を
持
続

可
能
と
す
る
た
め
に
は
負
担

と
給
付
の
適
正
な
在
り
方
を

示
し
、
財
源
を
明
確
に
し
て

理
解
を
得
る
営
み
が
政
治
に

求
め
ら
れ
て
い
る
▼
病
院
団

体
の
全
国
調
査
で
は
、
昨
年

赤
字
だ
っ
た
病
院
は
６
割
を

超
え
た
。
人
口
減
少
に
伴
い

患
者
が
減
っ
た
上
、
医
療
品

代
や
光
熱
費
、
人
件
費
な
ど

の
高
騰
が
影
響
し
た
。
２
年

に
１
度
の
診
療
報
酬
改
定
で

は
そ
の
間
の
物
価
上
昇
を
転

嫁
で
き
な
い
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
▼
昨
年
の
介
護

事
業
者
の
倒
産
は
、
２
０
０

０
年
に
介
護
保
険
法
が
施
行

さ
れ
て
以
降
、
最
多
件
数
を

更
新
し
た
が
、
今
年
は
そ
れ

を
上
回
る
勢
い
だ
。
基
本
報

酬
が
減
額
さ
れ
、
賃
上
げ
が

進
ま
ず
深
刻
な
ヘ
ル
パ
ー
不

足
が
生
じ
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

ら
れ
な
い
こ
と
や
物
価
高
騰

が
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る

▼
今
、
元
気
で
若
く
て
も
、

突
然
ま
た
は
将
来
に
病
気
や

要
介
護
と
な
る
恐
れ
は
誰
に

で
も
あ
る
。
社
会
保
障
は
そ

れ
に
備
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
で
あ
る
は
ず
だ
。
社

会
保
障
費
が
抑
制
さ
れ
生
活

の
安
心
が
揺
ら
ぐ
一
方
、
防

衛
費
が
半
ば
聖
域
化
さ
れ
て

い
る
の
は
見
逃
せ
な
い
。
国

家
財
政
の
全
体
像
を
視
野
に

入
れ
た
冷
静
な
議
論
が
求
め

ら
れ
よ
う
。
　
　
　
　（
龍
）

閣
議
決
定
は
撤
回
を

　
保
団
連
の
竹
田
智
雄
会
長

は
「
多
く
の
患
者
・
国
民
の

健
康
・
社
会
生
活
に
影
響
す

る
薬
剤
給
付
の
自
己
負
担
を

当
事
者
の
意
見
、
実
態
や
健

康
、
社
会
生
活
へ
の
影
響
を

一
切
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、

結
論
あ
り
き
で
閣
議
決
定
し

た
」
と
厚
労
省
に
強
く
抗
議

し
た
。

　
そ
の
上
で
、「
国
民
の
多
く

が
社
会
生
活
を
過
ご
す
の
に

不
可
欠
な
薬
を
保
険
給
付
か

ら
除
外
し
た
り
、
３
割
の
医

療
費
窓
口
負
担
金
と
は
別

に
、
追
加
負
担
を
求
め
る
新

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
、

薬
が
な
い
と
日
常
生
活
が
送

れ
な
い
患
者
に
対
す
る
い
や

が
ら
せ
で
し
か
な
い
」「『
改

革
』
と
称
し
て
患
者
・
国
民

に
痛
み
を
押
し
付
け
て
い

る
。
誰
も
喜
ば
な
い
、
患
者

・
国
民
を
不
幸
に
陥
れ
る
愚

策
は
直
ち
に
撤
回
す
べ
き

だ
」
と
政
府
方
針
の
撤
回
を

求
め
た
。

「
薬
代
が
高
く
な
る
」

８
割

　
１
万
２
千
件
の
回
答
が
寄

せ
ら
れ
た
患
者
影
響
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
２０
代
か
ら
６０
代
の

現
役
世
代
か
ら
の
回
答
が
８４

・
９
％
だ
っ
た
。
約
９０
％
が

　

自
維
連
立
政
権
は
処
方
薬
の
一
部
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
）
を
含
む
薬
剤
自
己
負
担
増
の

２６
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、
２５
年
末
ま
で
に
連
立
政
権
合
意
の
具
体
化
の
検
討
を

加
速
化
さ
せ
て
い
る
。
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
は
、
１２
月
４
日
に
厚
労

省
要
請
を
実
施
し
、
薬
剤
自
己
負
担
増
の
閣
議
決
定
の
撤
回
と
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

適
用
継
続
を
求
め
た
。
日
本
ア
ト
ピ
ー
協
会
、
難
病
患
者
、
大
阪
協
会
な
ど
３
団
体
が

取
り
組
ん
だ
２１
万
筆
の
署
名
を
厚
労
省
に
提
出
し
た
。

厚
労
省
に
21
万
筆
の
署
名
提
出

OTC類似薬の保険適用継続を

㊤厚労省に署名提出する
参加者㊦保険継続を訴え
る大藤氏

れ
て
い
る
こ
と
、
医
師
の
判

断
の
下
で
薬
を
使
い
、
痛
み

や
不
快
感
な
ど
の
症
状
を
や

わ
ら
げ
、
生
活
を
維
持
し
て

い
る
人
も
多
く
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

患
者
追
加
負
担
は
　

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

　
難
病
「
魚ぎ

ょ
り
ん
せ
ん

鱗
癬
」
患
者
の

母
親
で
あ
る
大
藤
朋
子
氏

は
、「
３
割
の
医
療
費
窓
口
負

担
と
は
別
に
追
加
料
金
を
患

者
に
求
め
る
案
も
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
患
者
も
社
会
保

険
料
も
窓
口
負
担
も
負
担
し

て
い
る
。
そ
の
上
で
の
追
加

負
担
は
『
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
』

そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
物

価
高
の
中
で
生
活
苦
を
広
げ

て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
。
疾

患
の
種
類
や
所
得
金
額
な
ど

で
の
線
引
き
は
社
会
保
障
の

概
念
か
ら
許
さ
れ
な
い
。
社

会
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
た

め
に
社
会
保
障
の
予
算
を
削

る
と
い
う
こ
と
自
体
が
間
違

っ
て
い
る
。
必
要
な
医
療
や

介
護
、
生
活
の
保
障
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と

し
て
生
活
が
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
治
療
の
た

め
に
薬
を
使
っ
て
い
る
人
た

ち
の
未
来
を
奪
わ
な
い
で
」

と
訴
え
た
。

ア
ト
ピ
ー
患
者
の
治

療
薬
を
奪
わ
な
い
で

　
ア
ト
ピ
ー
協
会
代
表
理
事

の
倉
谷
康
孝
氏
は
「
ア
ト
ピ

ー
患
者
の
約
９５
％
は
、
中
等

症
か
ら
軽
症
で
治
療
法
は
ス

テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
や
保
湿
剤

し
か
な
い
。
毎
日
欠
か
さ
ず

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
や
保
湿

剤
を
重
ね
塗
り
し
、
抗
ア
レ

ル
ギ
ー
薬
や
点
鼻
薬
、
点
眼

薬
な
ど
も
使
用
し
て
お
り
、

す
べ
て
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
だ
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、
現

状
、
完
治
し
う
る
治
療
法
は

な
い
が
、
外
用
薬
、
保
湿
剤

を
毎
日
続
け
れ
ば
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ト
ピ
ー
患
者
を
含
む
全
て

の
患
者
か
ら
毎
日
必
要
な
治

療
薬
を
奪
わ
な
い
で
」
と
訴

え
た
。

市
販
薬
服
用
で
　
　

不
幸
な
結
果
に

　「
風
邪
薬
を
飲
み
続
け
て

い
た
４０
歳
の
女
性
が
受
診
時

に
は
心
筋
炎
を
起
こ
し
、
心

不
全
に
な
り
、
３
年
後
に
は

亡
く
な
っ
た
」「
頭
痛
で
痛
み

止
め
を
服
用
し
て
い
た
若
い

女
性
患
者
が
髄
膜
炎
に
な

り
、
数
年
後
に
亡
く
な
っ
た
」

　
大
阪
協
会
の
高
本
英
司
氏

は
薬
局
で
購
入
し
た
薬
を
飲

み
続
け
た
て
不
幸
な
結
果
と

な
っ
た
事
例
を
報
告
。
患
者

の
命
と
健
康
を
守
る
医
師
の

立
場
か
ら
保
険
適
用
継
続
を

強
く
求
め
た
。
さ
ら
に
、
高

本
氏
は
「『
な
ぜ
保
険
で
は
こ

ん
な
に
安
い
の
に
、
薬
局
に

行
け
ば
こ
ん
な
に
高
く
な
る

の
か
』
と
患
者
か
ら
聞
か
れ

て
も
説
明
で
き
な
い
」、「
患

者
を
診
察
し
、
治
す
こ
と
が

医
師
の
第
一
目
的
だ
。
薬
の

値
段
の
説
明
で
時
間
が
取
ら

れ
て
し
ま
う
」
と
医
療
現
場

の
混
乱
を
懸
念
し
た
。

身
体
の
不
調
を
抱
え

て
仕
事
に
出
れ
な
い

　
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合

の
石
村
英
明
氏
は
組
合
員
を

対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
報
告
し
た
。「
建
設

労
働
は
、
重
量
作
業
、
屋
外

作
業
、
粉
じ
ん
・
化
学
物
質

曝
露
、
長
時
間
労
働
・
不
規

則
労
務
と
い
っ
た
身
体
負
荷

が
極
め
て
大
き
い
産
業
だ

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
筋

骨
格
系
疾
患
や
呼
吸
器
疾
患

を
抱
え
る
人
が
多
く
、
身
体

的
な
不
調
を
抱
え
て
現
場
に

入
る
こ
と
は
仕
事
に
支
障
を

来
す
」
と
報
告
。「
腰
痛
で
ロ

キ
ソ
ニ
ン
や
湿
布
、
花
粉
症

で
ア
レ
ジ
オ
ン
・
点
鼻
薬
、 

皮
膚
炎
で
ヒ
ル
ド
イ
ド
・
リ

ン
デ
ロ
ン
は
、
働
く
た
め
に

必
要
な
薬
だ
が
、
薬
が
買
え

な
け
れ
ば
、
仕
事
に
支
障
を

来
し
、
休
業
で
収
入
低
下
と

い
う
悪
循
環
が
生
じ
る
」
と

訴
え
た
。

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外

し
に
反
対
」、
８４
・
９
％
が

「
薬
代
が
高
く
な
る
」、
６２
％

が「
自
己
判
断
で
購
入
す
る
」

と
回
答
し
た
。

　
自
由
記
述
欄
に
は
７
２
９

５
件
の
書
き
込
み
が
あ
り
、

「
飲
み
合
わ
せ
に
よ
る
副
作

用
が
心
配
」「
た
だ
で
さ
え
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
の
に
医

療
費
の
負
担
が
増
え
た
ら
生

活
が
で
き
な
い
」
な
ど
不
安

な
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
が
、
急
性

疾
患
、
慢
性
疾
患
、
重
症
疾

患
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
患
者
の

治
療
継
続
や
症
状
を
緩
和
・

安
定
さ
せ
る
た
め
に
使
用
さ

02 集計結果

6

懸念されること（複数回答可）
n=12,301

10442

7624

6805

6244

5599

5383

3414

2886

595

416

薬代が高くなる

医師に診てもらわずに自己判断で
薬を買うようになる

薬が必要量用意できずに、
症状が悪化する

必要な時にドラッグストアや薬局、
アマゾンなどで購入できるとは限らない

飲み合わせによる副作用

病気の見逃し、早期発見の遅れ

長期服用による健康障害

薬物乱用による健康障害

特に問題はない

その他

62.0%

45.5%

55.3%

50.8%

3.4%

4.8%

84.9%

27.8%

43.8%

23.5%

OTC類似薬保険外しで懸念されること（複数回答可）
n=12301


